
 

前回の記録 １２月１８日 

・本日の出席率 ５６／７９ ７１％ 

・先々週の補正出席率 ７３％ 

 

○お客様 

・ビジター 岐阜エトスRC 山田 直実 様 

同上   臼井 伽織 様 

同上   各務 裕一 様 

 

○会長挨拶 小野 伸秋 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは！ 

今日は皆さんに例年お願いしてある「職業奉仕事例

集」を今年は趣向を変えて、「あなたの考える災害対策

事例集」をお願いしています。特に難しく考えないでく

ださい。自宅や職場で災害に対する防災対策など実行

したことでもいいですし、これから行う防災対策でも

いいです。私はもう書きましたが、災害の中でも地震対

策として、自宅の各部屋の家具の固定ができているか

見直しました。また、電気の確保は、今後の課題ですが、

お金がたまったら太陽光発電と電気自動車による蓄電

で最低限の電気を確保できるようにしたいことなどを

書きました。もし、本当に新たな濃尾大地震が来てから

では遅いです。大切な家族がピアノの下敷きになると 

か、食器棚から皿が落ちて足にけがをするとか、なった

ら大変です。 

 今、考えたことを文字にして福本さんのところにメ

ールでもいいので提出してください。 

 よろしくお願いします。 

 

〇委員会報告 

●ニコニコボックス委員会 山田 妙子 委員 

・小野 伸秋 会長 

岐阜エトスロータリ

ークラブの皆様、ようこ

そおいでくださいまし

た。楽しいひと時をお過

ごしください。クラブ間

交流例会では、私も 1月

19 日に伺いますので、

その節はよろしくお願

いします。 

・杉山 令耕 幹事 

先週の日曜日 10時より、岐阜駅でポリオ募金を行い

ました。中心となって進めていただいた青少年奉仕、イ

ンターアクト、ローターアクトの委員長様、ありがとう

ございました。当日は少し雨が残る中での募金活動で

したが、学生さんも大きな声を出して募金を呼び掛け

てくれました。7歳と 2歳の私の子どもも、人生初めて

の募金を経験させていただきました。 

・玉木 吉郎 会員 

今朝、家を出る時、庭掃除をしてくれる人が、「今日

はいい服やね～」とほめてくれました。（いつもはジー

パン姿の私です）でも、「格好いいね」とは言ってくれ

ませんでしたが、気分がいいので投函しました。しかし、

ほめ方が少し足りなかったので半分にしました。 

第３２７３号 ２０２５－１２－２５ 

本日のプログラム 第３２７５例会 

・ソング 手に手つないで 四つのテスト 

・家族同伴忘年会 

（午後 5時点鐘 岐阜グランドホテル） 

・担当   親睦委員会 

次例会の予定 （１月８日） 

・ソング  君が代 それでこそロータリー 

・新年互礼会 

（午後 6時点鐘 岐阜グランドホテル） 

・担当   親睦委員会 

国際ロータリー第２６３０地区  

岐阜南ロータリークラブ   
会 長 小野 伸秋 

幹 事 杉山 令耕 

 大森 和代 

例会 木曜日 12:30～13:30 例会場/岐阜グランドホテル 事務局/岐阜商工会議所 TEL264-9235 FAX266-4753 



 

・大森 和代 会員 

11月、12月は仕事の出張続きで、岐阜にはいない日

が多く、飛びまわっておりました。毎年 11月に岐阜で

行うセミナー、今年も 1,000 人ほどの皆様がご参加く

ださいました。今回は女優の夏樹陽子さんにもトーク

と歌でご出演いただきました。また、来年 2月、13年

ぶりに鹿児島講演会を開催しますが、400 席しかない

ちいさな会場とはいえ、講演会チケット販売開始後3時

間で完売！！こんなにも鹿児島の皆様が待っていてく

ださったのかと思うと、すごくうれしかったです。来年

は初もうで大阪講演会から始まりますので、来年も、働

いて！働いて！働いて！働いてまいります～ 

・西部 伸治 会員 

先週 12月 11日に、岐阜関カントリー倶楽部 東コー

スにおいて、岐阜東南・岐阜南ロータリークラブの合同

親睦ゴルフコンペを東南クラブ 8 名、南クラブ 11 名、

総勢 19名の参加者にて開催しました。 

当日は、南クラブ親睦副委員長 近松幹事の企画のも

と、両クラブの会員が混合となり、快晴の中、ルール説

明をした後、各組毎にプレースタートしていき、無事に

参加者全員がお元気にホールアウトされました。 

終了後、レストランにて小野会長の開催のご挨拶か

ら始まり、各個人及びチーム対抗戦の成績発表となり

ました。成績は次のとおりです。 

（優勝 西部会員）（準優勝 安田会員）（3位 松原

会員）（4 位 近松会員）5 位に東南チームの高橋圭司

様、当日賞に竹腰会員、BB賞には東南チームの小川光

明様が入賞されました。なお、ベスグロは松原会員で、

圧巻の 74でした。対抗戦は南クラブの圧勝です。ニア

ピン、ドラコンもプロ級で、森会員がとられたニアピン

はあわやホールインワンかと思いきやのカップ横

70mm でした。ドラコンにつきましては廣瀬会員から

の東野会員で、両名ともどこまで飛ばせば気が済むの

ですかの、超ロングヒッターで、目測では 334.7ヤード

飛んでいましたね。 

参加されました会員の皆様、一日お疲れ様でした。次

回も親睦委員会よりご案内ありますので、奮ってのご

参加お待ちいたしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地区DEI推進小委員会 大森 和代 委員 

11月 24日（月・振休）

にグランヴェール岐山

にて、2025-26年度DEI

推進セミナーが開催さ

れ出席いたしました。 

玉野ガバナー、河合ガ

バナーエレクト、その他

パストガバナー等も参

加されました。当クラブ

からは、松本会員、兎太

会員、大森の 3名が参加

しました。 

講演講師は、NPO 法人 岐阜ダルクの河合正様でし

た。テーマは「私は自分を恥じていた」で、河合さんご

自身について、ありのままを語ってくださり、話を聞い

て泣いておられる女性会員さんもいました。 

河合さんは関の農村生まれ、現在 52歳。ご自身が同

性愛者ゲイであることを家族や友人、知人には言えず、

慶応大学へ進学され、卒業後は銀行へ入社され、エリー

トの道を歩みつつも、心に葛藤を抱え、ついには薬物

（覚醒剤）に手を出し逮捕されてしまう。現在は、薬物

をやめるために、6年前出所後、お世話になった岐阜ダ

ルクで、指導員として働いておられます。 

パネルディスカッションでは、河合さんのような出

所後の皆さんを支える側の岐阜保護観察所 所長 木下

裕志さんなどを交えて、大変興味深い内容で、熱いディ

スカッションが行われました。河合さんは「カミングア

ウトして全てをさらけ出す、自己開示をして自分の心

を解放してあげることで、自分自身が楽になれたし、さ

らに自由になれた気がする」と言われていた言葉がと

ても印象に残りました。河合さんがご自身をさらけだ

したことで、玉野ガバナーや他の委員長も皆さんの前

で、ご自身の過去をカミングアウトしておられ、大変お

どろきました。今回のセミナーでは、たくさんのことを

学ばせていただきました。 

 以上、DEI 推進小委員会からの報告を終わらせてい

ただきます。 



 

●クラブ交流会報告 竹腰 大介 副会長 

昨日の岐阜城ロータ

リークラブとの交流会

の報告をさせていただ

きます。都ホテル岐阜長

良川で、12時 30分から

11 階の会場で行われま

した。当日は、岐阜南の

メンバー4 名（西部会

員、日紫喜会員、佐藤会

員）で参加しました。岐

阜城RCさんは、岐阜城

金華山長良川が見える会場で、こじんまりした例会で

したが、アットホームな感じでよかったです。メンバー

の方々は、口々に人数が少ないので、11 階の眺めのよ

い会場で、例会を行うことができるのが自慢です。とお

っしゃっていました。例会は 25 分程度で、卓話は 20

分程度でした。外国人向けの社労士さんが、来られてお

話をされました。ちょっと卓話の時間が少なかったよ

うに思います。 

以上、感想と報告でした。 

 

●ロータリー財団委員会 宮永 恒治 委員長 

 皆さま、こんにちは。

今期ロータリー財団委

員長の宮永です。本日は

皆さまに 3 つのご報告

があります。長くなりそ

うですが我慢して聞い

てください。まずはお礼

から。 

 前回の例会時、私の卓

話を聞いていただきあ

りがとうございました。

自己紹介卓話でしたので、私の話を聞いて「なんになる

んや！」みたいな感じでしたが、映像や曲を交えて、し

くじりをテーマに自分自身も楽しくお話をさせていた

だきました。※実はもっとあったんです。しくじりは全

9 エピソード。1 エピソード 3 話構成となっていまし

て、全部で 27話になります。今回はエピソード 4。「新

たな希望～しくじりの始まり～」の 1 話の途中で終わ

ってしまいましたので、続きが気になる方は、是非、私

の方に卓話の依頼をお願いいたします。このペースで

いきますと全話完結には、まだあと 30年はかかりそう

です。（笑） 

 さて、本題①です。本日、皆さまのメールボックスに

「学友による 2026年バレンタインコンサート」のチラ

シを入れさせていただきました。こちらは財団学友会

が主催する「ポリオ根絶チャリティコンサート」です。

岐阜南ロータリークラブも本事業の目的にかなった成

果が収められるよう、皆さまにチケットをご用意させ

ていただきました。今から是非、ご予定を調整していた

だき、多くの方にコンサート会場にお越しいただけた

ら、とてもうれしいです。「あなたの 1枚のチケットが

幾人かの子どもたちの未来を幸せにします。」皆さまの

ご協力をよろしくお願いいたします。興味ある方は、私

または事務局までお問合せください。 

本題② 最後は、ロータリー財団への寄付の件です。 

 今週 15日、上半期の寄付金を締め切りました。上半

期分をロータリー日本財団へ送金しましたので、詳細

をお知らせいたします。寄付額 689,205 円 （内訳）

年次基金552,710円 ポリオ136,495円 協力人数17

名 ※岐阜南RC会員の 19％程度になります。参考と

しまして、昨年度寄付額（年間）は、1,021,508円 協

力人数：24名でした。また、あと半分（半期）ありま

すので、特に今期、まだご寄付いただけてない会員には、

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 以上、長くなりましたが、ロータリー財団委員会から

のご報告とお願いでした。 

 

●出席委員会 正村 直美 委員長 

第三回ＩＧＭ 

議事録他 

日 時：11月 27日（木） 

   18時 30分から 

会 場：ひしの寿司 

出席者：水野辰博  

栗本孝平 和泉孝治 

木田公洋 五藤龍彦 

山田妙子 髙橋誠一郎 

内藤彰俊 野原伸之 

村上正雄 正村直美 

森 久元（敬称略） 

 水野会員（座長）が素晴らしい資料を作成してくださ

り厳かな雰囲気の中で IGMが始まりました。 

70周年に向けて及び 80周年に向けて今思うこと 

 70 周年の記念例会を含めてデジタルで記念誌を作り

たい。 

 漠然としているが、何かボランティアをしたい。 

 70 周年記念例会に向けてベクトルを合わせるため、

会合等には出席したい 

 医師としてあらゆる情報を発信したい 

 RI は金欲しさに人を集めろ（会員増強）と言ってい

る 



 

 ロータリー活動は他人の評価ではなく、自分の評価で

よい 

 南ロータリーは文化人の集まりである 

 他のロータリーにない特化した（何かに）ロータリー

にしたい 

 地域に根付くロータリークラブにしたい 

 会長はじめ役員が一年で代わっていくのが、マンネリ

にならなくてよい 

 会長の方向性を踏襲する、協力は惜しまない 

 会員増強と言っているが、人数は 60～70人くらいが

よいと思う 

 ローターアクトと随分温度差がある（これを埋めるに

はどうしたらいいのか？） 

 ローターアクトには記録（写真）を残せと言っている 

 増強のため、いろいろな人に声をかけるが入会してい

ただくと自分がやめられなくなるし、入会した人を自

分が評価（入会させていいのか？悪いのか？）してい

る 

 学芸員を出して、海外に留学させたい 

 会員増強は自然減がある。これを埋めていくのは増強

しかない 

 会員の皆様の話を聞き、南ロータリーの伝統、歴史、

格式を改めて感じる IGMになりました（すばらしい） 

 会員の話を聞き、身の引き締まる思いがしました。過

去に恥じないよう精進します 

 70周年は通過点であることを願う 

以上 

岐阜南ロータリークラブの特徴 

１．歴史 

岐阜ロータリークラブをスポンサークラブとする

市内 2番目の歴史あるクラブ 

２．信条 

クラブ信条は『派閥を作らず、みんな仲良く』 

３．拡大増強 

スポンサークラブとして 4クラブを設立、孫クラ

ブは 6 クラブ（各務原 RC 関 RC 岐阜東 RC 

岐阜加納 RC） 

４．多様性 

一職業業種に 1名の会員を維持すべく職業分類表

を備えている。 

５．規模 

 会員数は女性会員数も含め県内・地区内に於いて  

 も常にトップクラス 

６青少年奉仕 

インターアクト・ローターアクト共にスポンサー

となっている希少なクラブ 

 

７．社会奉仕 

金華山サポーターズを立ち上げ支援している 

ロータリアン必携より抜粋 

 

●地区インターアクト委員会 片桐 奈央子 委員 

2025～2026年度 国際 

ロータリー第2630地区

インターアクト岐阜西

濃グループ協議会 

 2025 年 12 月 7 日、

不二羽島文化センター

で行われました。司会進

行は羽島北高校。羽島ロ

ータリークラブ。南ロー

タリーからは、地区委員

の片桐とインターアク

ト委員長の長瀬さんとでの参加でした。残念ながら、加

納高校からは、先生も含め、参加者はいらっしゃいませ

んでした。けれども、それぞれの学校のみなさんが活動

状況やこれからの展望を発表されていきました。 

 みなさん、とても真面目に取り組まれていて、私も勉

強になる取り組みがたくさんありました。次期開催校

は岐阜城北高校、次期ホストロータリークラブは岐阜

北ロータリークラブです。 

 

●職業奉仕委員会 福本 博之 委員長 

①「職業奉仕事例集」ご

寄稿のお願い 

今年度も、我がクラブ

の伝統ある取り組みであ

ります、「職業奉仕事例

集」を、会員の皆様のご

協力により発刊したいと

考えております。 

この事例集は、会員それ

ぞれが、ご自身の職業に

どのような誇りや使命感

を持ち、また、どのように職業奉仕を実践されているの

かを文章として残す、他のクラブにはない、当クラブ独

自の大変意義ある活動です。 

本年度のテーマは、会長方針でもあります災害対策

を踏まえ、「あなたの考える災害対策」ですが、テーマ

は自由としていただいても結構です。日々のご職業を

通じて感じておられること、あるいは、ご自身の立場だ

からこそ考えられる災害への備えなど、難しく考えず、

率直なお考えをお寄せいただければ幸いです。 

 



 

・字数は 400字程度、もしくは 100字程度の文章に 

 写真を添えていただいても結構です。 

・提出期限は 2026年 3月末ごろ 

・提出先は事務局となっております。 

 

②「職業奉仕賞」推薦者の情報提供のお願い 

「職業奉仕賞」につきましてもお願いがございます。

本日の配布物の中に、過去の受賞者一覧を同封させて

いただいております。ぜひご参考にしていただき、職業

を通じて模範的な奉仕活動を実践されている方、また

はふさわしいと思われる候補者の情報がございました

ら、職業奉仕委員会までお寄せください。 

・推薦の締め切りは 2026年 1月末となっております。

共に会員の皆様からの寄稿・情報提供が、この活動の意

義をより高めることにつながります。 

何卒ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

○幹事報告 杉山 令耕 幹事 

・先週の日曜日 10時より、岐阜駅にてインターアクト、

ローターアクトクラブが中心となり、ポリオ募金を行

いました。悪天候でしたが、募金に来てくださった会員

の皆様、ありがとうございました。 

・12月 4日理事役員会の報告 

・本日の配布物 

 週報第 3272号 

 第 6回理事役員会議事録 

 ポリオ根絶チャリティコンサートのチラシ 

 職業奉仕賞受賞者一覧表 

 卓話資料 

 

○卓話 ニコニコボックス委員会 

卓話者紹介 廣瀬 元彦 委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「B.ONE昇格決定 

バスケで岐阜をさらに元気に！」 

 那須 史明 会員 
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